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問題．6次元φ3理論の1ループスペクトル関数

6次元φ3理論の自己エネルギーΣ̃(p2)は1ループ近似で次の様になる：
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但し，ZφとZmは条件Σ̃(−m2) = 0とΣ̃′(−m2) = 0を満たす様に決める．これを質量殻上繰り込みと呼び，この繰り込み

操作を行うと自己エネルギーは次の様に書き表される:
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以下の問いに答えよ．

(i) 式(2)の積分変数をy = 1 − 2xと変数変換せよ．答えは次の様になる:
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(ii) 次に 3+y2
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3)を使って，式(3)を部分積分せよ．答えは次の様になる:
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(iii) 次に式(4)の積分変数をs = 4m2

1−y2と変数変換せよ．答えは次の様になる:
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(iv) 連結2点Green関数G̃
(2)
con(p)は1ループ近似で次の様に表される:
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これと式(5)の結果を用いると，連結2点Green関数は次の様に表される事を示せ:
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但し，
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式(7)を連結2点Green関数のスペクトル表示と呼び，式(8)のρ(s)をスペクトル関数と呼ぶ．

(v) スペクトル関数(8)の概形を図示せよ．
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